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１．はじめに 
 2017 年 3 月、「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」、「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」が改訂(定)され、続いて 2018 年 3 月に「幼稚園教育
要領解説」や「保育所保育指針解説」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要
領解説」が出された。この 3 文書の同時期の改訂(定)は、保育・幼児教育のね
らいや内容の部分をできるだけ同一にし（整合性を図る）、同等の機能を果た
すことが鮮明になったことを意味する（汐見・無藤，2018）。 
改訂のポイントとしては、幼児教育において育みたい資質・能力を明確にす
ることや 5 歳児修了時までに育ってほしい具体的な姿を「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」として示した。同時に、小学校の教師と共有、連携を図
り、小学校教育との円滑な接続を図ることが基本的なねらいとして挙げられて
いる（汐見・無藤，2018）。 
つまり、幼児の心身の発達とともに表出する遊びを中心とした学びから、
徐々に教科等の学びに移行し、児童が無理なく安心して小学校生活に適応でき
るようにする「発達と学びの連続性」と一貫性のある生活習慣の形成を促す「生
活の連続性」（横井，2007）を意識することが重要になる。従って、保育・幼
児教育は「経験カリキュラム」、小学校教育は「教科カリキュラム」と学びの
方法が異なることから、教育現場はその非連続性をあらためて意識することが
必要である（酒井・横井，2011）。 
幼稚園と小学校との円滑な接続について、「幼稚園教育要領」では、「第１章
総則第３教育課程の役割と編成等」において小学校教育との接続に当たっての
留意事項として次の 2 点が示されている（文部科学省，2017）。 
 ⑴ 幼稚園においては、幼稚園教育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育
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成につながることを配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、創造的な
思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにするものとする。 
 ⑵ 幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に
行われるよう、小学校の教師との意見交換や合同の研究の機会などを設け、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するなど連携を図り、幼
稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとする。 
また、「第 1 章総則第 6 節幼稚園運営上の留意事項の３項」には、幼稚園教
育と小学校教育の円滑な接続のため、幼稚園の園児と小学校の児童との交流を
積極的に設けるものとする（文部科学省，2018）とある。 
このように、「幼稚園教育要領」や「保育所保育指針」、「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」および「解説」には、その具体的な内容は詳細に記さ
れているわけではなく、具体的な取り組み方については各保育所（園）・幼稚
園・認定こども園に委ねられている。 
「幼稚園教育要領解説」(P.91)の中で、前記の⑴の具体例として示される 
小学校の入学が近づく幼稚園修了の時期に、皆と一緒に教師の話を聞いたり、
行動したり、きまりを守ったりすることができるように指導を重ねていくこと
も大切である（文部科学省，2018）とする。この点のみを強調し、これが幼稚
園教育と小学校教育との「接続」であるという狭義の捉えをすれば、小学校入
学が近づく時期に学習規律に係わる指導が強化されたり、文字や数字を習得さ
せたりする取組が行われることが危惧される。また、幼児と児童との交流の機
会についても教師が明確なねらいや指導の工夫のイメージがもてず形式的な
取組になることが予想され、児童が無理なく安心して小学校生活に適応してい
く接続のあり方とはならないだろう。 
 そこで、本稿では、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を図りながら、幼
児期にふさわしい保育のあり方を探り幼小連携を進めている先進的な幼稚園
の一つである島根県雲南市立寺領幼稚園の取組をとりあげる。寺領幼稚園では、
寺領小学校の児童と関わる機会を多くもち、約 10 年にわたり幼小のつながり
を大事にしてきた。寺領幼稚園と寺領小学校の教職員は「サンライズふるさと
学園」という一体的な意識をもち、幼小連携の取組を行っている。 
この寺領幼稚園で実践されているサンライズふるさと学園としての連携を
いかした幼児教育の取組を示すことで幼稚園と小学校との円滑な接続のあり
方についての示唆を得ることを本稿の目的とする。 
 
２．寺領幼稚園と寺領小学校の幼小連携について 
１）雲南市木次町寺領幼稚園・寺領小学校区（日登）について 
 寺領小学校区は、ＪＲ木次線と斐伊川の支流である久野川の流域に沿った   
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図 1 寺領小学校校舎。左側に寺領幼稚園の赤い屋根が、右側に赤土の丘の斜面が見える。  
集落と周辺山間部に点在する集落で構成されている。木次町の南東部に位置し
戸数は 420 戸余りからなる。校区は、創業者が地元出身である「ホシザキ電機」
の進出や老人福祉施設「さくら苑」、ディーサービス施設、授産施設「きすき
の里」等、多くの福祉関連施設が点在する。また、木次町が力を入れている「人
に優しい食文化の構築」「有機農法の実践」の中心的な地域として「食の杜」
「葡萄園」「牛乳工場」等の施設があり、地域住民の職場としてだけでなく幅
広い学校教育の場として活用されている（寺領小学校学校要覧 2019）。 
 また、保護者や地域の教育的関心は高く幼稚園や小学校の取組に協力的であ
る。特に「日登教育振興会」を中心として、地域自主組織「日登の郷」やＰＴ
Ａが連携しながら、地域内の社会教育や地域活動、児童の見守り活動等に積極
的に取り組み、成果をあげている。 
 
２）サンライズふるさと学園のあゆみ（雲南市立寺領小学校 HP より抜粋） 
 
寺領小学校は明治 7 年に日登村寺領小学校として創立されました。「日登」 
という地名は「日が登る」と書きます。日本でただ一つの地名であるといわれ 
ています。英語にすれば「サンライズ」です。昭和 22 年には日登中学校が創 
立され、初代の校長に加藤歓一郎先生が就任されました。先生は戦後の復興途 
上にあった当時、経済基盤の確立と民主的な村づくりを目指した教育を展開さ 
れました。中でも学校教育に農業生産活動を取り入れた「産業教育」や中学生 
の心情を作文集「ひのぼりの子」に赤裸々につづった綴り方の実践は全国的な 
注目を浴びました。現在、日登中学校は統合されありませんが、先生の教えは 
現在の寺領小学校にも脈々と引き継がれています。そして今、寺領小学校は幼 
稚園や地域と連携した教育を展開し「サンライズふるさと学園」としてふるさ 
と日登で生まれ、育ち、巣立っていく児童を育成しています。（下線は稿者） 
このような歴史と教育的風土の中で生まれたサンライズふるさと学園は地
域を巻き込んで幼小連携の取組を行っている。地域の産業を活かした「食と農」
の活動や小規模校ながら毎年のように全国小学生ソフトボール大会に出場す
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る等、「ふるさとを愛し、心豊かでたくましく生きる子どもの育成」を目指し、
唯一無二の学園経営を教職員が独自で行っている。昨年 10 月には、全日本教
育工学研究大会授業校として ICT 教育及びプログラミング教育を公開し、さ
らに全国教育美術展の文部科学大臣表彰学校賞を受賞する等、様々な教育分野
で高い評価を受けている。このように優れた教育的効果をあげている要因の一
つは本稿の幼小連携の取組だといっても過言ではないだろう。 
 
３）寺領幼稚園の保育研究について 
寺領幼稚園（園児数 13 名）と寺領小学校（児童数 55 名）は同じ敷地内にあ
り（図 1 参照）、2014 年度までは寺領小学校長・教頭が兼務園長・教頭であっ
たため、学校行事や PTA 活動等を共同で行ってきた。寺領幼稚園は、近年 13
～20 名程度の園児数で推移しており、構成人数によって学級編制は様々であ
る。現在は専任園長（稿者）が在籍し、園長・教頭の兼務職は解かれたが、合
同職員会議を月 1 回開催し情報交換しながら、次のような交流活動と日常的
なふれあいを行っている。 
・合同職員会議 ・合同避難訓練 ・教職員間の交流（厚生活動を含む）  
・特別支援教育の取組 ・1 年生・5 年生と園児の学年交流  
・合同運動会“寺領っ子運動会”  
・幼小交流遊び ・さつま芋作りの活動（通年） 
・小学校教員による絵本の読み語り ・幼小 PTA 合同懇親会  
合同職員会議では園児と児童の状況や実態を共有する場があり、幼小の子ど
も同士、教職員同士で問題や課題が表出したときには助け合う信頼関係が構築
されている。また、小学校と幼稚園が年間を通して関わることで、少人数での
園児の生活が小学生とのふれあいによって大きな刺激となり、経験の幅をひろ
げる機会になっている。保育者が「サンライズふるさと学園」として園生活を
営んできた中で感じた良さは次のとおりである（寺領幼稚園研究紀要，2018）。 
①  日常的に交流があり、生活の中でしぜんにふれあいが積み重ねられる 
②  小学生や先生、学校という場がとても身近に感じられる  
③  小学校入学後、のびのびと生活をしていく子どもが多い   
④  教職員間のつながりが深まる 
一方、寺領幼稚園では、保育者自身が小学校での学びや生活を見通し、より
実態に即した保育(活動)を組み立てることを目指し、2017 年度から「サンラ
イズふるさと学園としての連携をいかした保育のあり方を探る」を研究主題に
保育研究を進めている。この研究を通して、サンライズふるさと学園として幼
小連携から生まれる生活が園児の心身の成長・発達につながり、幼稚園と小学
校が日常的に関わり合う生活は、保育者自身が子ども達を捉える視点、願う姿
に大きな影響を与えている（寺領幼稚園研究紀要，2018）と考える。保育者は、
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0～5 歳児各年齢のあるべき発達の姿を念頭に置いた上で、園児一人一人の表
すものすべてから、より丁寧にその子の内面を捉えていくことが大切な要素に
なると改めて気づく。また、幼稚園生活が充実するためには小学校での経験や
活動内容に留意しながら、幼稚園、小学校 9 年間の発達と学び、及び生活を見
通した保育構想の構築に取り組み円滑な小学校との接続を図っている。 
 
３．幼小連携の実際 
１）連携の計画 
⑴連携のカテゴリーについて 
表 1 は、寺領幼稚園の保育実践から幼小連携の取組を抽出し、幼稚園と小学
校が幼小連携のそれぞれの活動のねらいや方向性を共通理解し、9 年間を見通
した幼稚園の保育構想をたてるために整理、分類したものである（寺領幼稚園
研究紀要，2018）。 
表 1．「連携のカテゴリー」 
連携の種類  連携の内容  
構想 小学校での経験内容も加味しながら園単独の生活を考えていくこと  
親睦 園児と児童、教職員とがより親しみの気持ちをもっていくこと  
継続 幼稚園から小学校へと引き継がれていくこと 
協働 幼稚園、小学校がそれぞれのねらいをもって同じ活動をすること  
発展 幼稚園、小学校それぞれの生活内容が充実していくこと  
強化 幼稚園から小学校へ積み重ねていくことにより力をつけていくこと  
共有 子ども達のために幼稚園、小学校が情報を相互に伝え合うこと  
協力 幼稚園、小学校が保護者や地域と子どものために手を取り合ってしていくこと  
            寺領幼稚園研究紀要（2018:pp.3-4.）より抜粋 
 
⑵連携の具体的な活動とカテゴリー 
表 2 は、寺領幼稚園の保育実践の中から幼小連携の具体的な活動内容を連
携のカテゴリー（表 1）と共に分類し整理したものである。表 1 と表 2 をもと
にして実際の子どもの姿を通して保育のあり方を検証している（寺領幼稚園研
究紀要，2018）。 
表 2．「連携の構想と実際」 
区分  内容  実際  種類  
①保育計画 
 
(ア )園単独の運動会の
構想 
・寺領っ子運動会から考え
る園単独の運動会で経験
させたい内容を吟味し、計
画を立てる  
構想 
(イ)合同給食会 ・園児の思いを受けとめて、
幼小合同で給食を食べる  
親睦 
(ウ)赤土の丘の活動 ・共通の学びの場である赤
土の丘での年齢、学年に即
した関わりを知る  
継続 
5
②交流活動・合同行事 
 
(ア )幼小合同さつま芋
作りの活動 
・合同で芋苗植え、芋掘り、
お芋コンテスト、焼き芋パ
ーティなど、年間を通して
さつま芋にかかわる生活
をする 
・園児にとってのねらいを
明確にする  
協働 
(イ )1 年生と合同カレ
ーパーティ 
・合同で玉ねぎを収穫する  
・幼小それぞれの役割をも
ちながら、カレーパーティ
を行う 
継続 
協働 
発展 
③健康・安全 
  
(ア )同時期の元気アッ
プ習慣と園の取組 
・元気アップ習慣の結果か
ら、生活の傾向を捉え、課
題を保護者に知らせる  
・朝食の大切さを保護者に
伝える 
・養護教諭による歯みがき
指導を行う  
強化 
継続 
共有 
④特別な配慮を必要とする  
幼児への支援 
 
(ア )合同職員会、個別
相談の開催 
・幼小で情報を共有する  
・必要に応じて支援内容の
相談をする  
共有 
(イ )個別児への協力的
援助 
・幼小それぞれの管理職、特
別支援 CN などにより具体
的な情報を共有する  
・支援内容の具体的な相談
をする 
共有 
継続 
(ウ)就学に向けた取組 ・就学に向けた相談をする  
・関係機関との連絡、相談を
行う 
共有 
継続 
⑤保護者・地域との連携 
 
(ア)保護者との連携 ・PTA 活動以外にも、絵本の
読み語りや活動ボランテ
ィアを呼びかける  
協力 
(イ)地域との連携 ・ユスラウメ採り、干し柿作
り、日登駅での活動など、
地域や季節ならではの出
来事を共有し、一緒に取り
組む 
協力 
寺領幼稚園研究紀要（2018:pp.3-4.）より抜粋 
 小学校との円滑な接続を目指し、表 1 と表 2 をもとに子どもたちの発達と
学び、及び生活の連続性を意識しながら保育活動に活かしている。具体的な活
動内容を「構想」「継続」「協働」「発展」「強化」のカテゴリーに分類すること
で幼小それぞれの教師が保育計画と指導計画の相互理解を進めることができ
る。また、特別な配慮を要する園児の支援を「共有」「継続」と分類し、幼小
合同の取組を明確に示す。そして、⑤保護者・地域との連携も幼小連携の視点
として取り上げ、幼小合同で保護者や地域との地域ネットワークづくりが推進
されるように「協力」のカテゴリーの中に位置付ける。 
 
４．幼小連携の具体的な活動例  
ここでは、表 2 の「①保育計画(ウ)赤土の丘の活動」と「②交流活動・合同
行事（ア）幼小合同さつまいも作りの活動」について取り上げ、幼稚園の保育
計画と小学校の指導計画が 9 年間の学びを見通し構想されている成果につい
て考察する。加えて、「④特別な配慮を必要とする幼児への支援」について取
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り上げ、「共有」と「継続」という連携の種類に分類し地域ネットワークの広
がりを通して充実した支援を可能にしている事例を紹介する。 
１）①保育計画－(ウ)赤土の丘の活動・・・継続 
 サンライズふるさと学園には「赤土の丘」と呼ぶ自 
然豊かな小高い遊び場が隣接している（図 1 参照）。 
崖のぼり、冬のそり遊び等の運動遊びや季節ごとに木 
の実拾いや昆虫採集等、子ども達の心身の発達や興味 
・関心から多様な遊びが経験できる（図 2～図 5 参照）。 
赤土の丘での幼稚園の活動と小学校の活動(生活科)を 
下記のように一覧表にまとめると幼稚園での遊びの内容が小学校の活動内容
に含まれていることが分かる。そこで、幼稚園と小学校の教師が共同で遊びの
素材の発掘や遊びの発展と活動内容の検討を行っている。相互に理解し合うこ
とで赤土の丘ならではの活動が幼稚園から小学校へ継続され、それぞれの教師
が園児、児童へ意図的に関わることから多様な遊びが主体的に展開している。ま
た、特別支援学級の指導計画も一覧表に位置づけることで、互いの遊びや活動
の様子を理解し合い、時には合同で遊ぶことにより赤土の丘でのそれぞれの活動
が広がり交流が深まっている。このように、幼小共通の遊び場である赤土の丘
での活動は幼稚園から小学校の教科等の学びに円滑につながっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
            表 3．赤土の丘での活動 
 教科  春       夏        秋       冬       
幼稚園   自然散策            探検  
 散歩・木製遊具        崖滑り、崖上り、   そり滑り  
つるブランコなど  
自然物みつけ  
 筍、わらび、よもぎ→食べる     栗  
   八重桜→摘む、干す、食べる    →ひろう、食べる活動  
     サルトリイバラ       どんぐり、椎の実、烏瓜など  
       →柏餅作り        →集める、遊びに活用  
     ユスラウメ→ジャム作り         冬イチゴ  
         笹→笹巻作り          →食べる、  
           竹→七夕飾り         ジャム作り  
1 年・2 年  生活科  草花や虫探し              栗ひろい  
春、夏、秋、冬みつけ          木の実ひろい  
さくらんぼ
（特別支援学級）  
生活科  自然散策             自然物採取  
八重桜摘み、ヨモギ摘み  
 サルトリイバラ摘み→柏餅作り  
      ユスラウメ摘み→ジャム作り  
図２びゆんびゅん揺らすぞ  
 
 
図 3 崖のぼり  
図 4 木の橋をわたるよ  
 
 図 5 豚の丸焼き！  
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２）②交流活動・合同行事－(ア) 幼小合同さつま芋の活動・・・協働 
さつま芋作りの活動を幼小合同で行い、活動時には園児と児童が異年齢で
関わる縦割り班（なかよし班）を編成し年間を通して表４のように活動する。
寺領小学校の『食と農の活動』の年間指導計画を基に表 5 に示すそれぞれの
ねらいを設定しさつま芋作りの年間計画を作成し実際の活動を行っている。            
表 4. 『さつま芋の活動』の流れとその他の合同行事  
  5 月   6 月   7 月   9 月   10 月   11 月   12 月   1 月  
小 学 校
単独  
牛糞入れ（5 年と 6 年）                 ありがとうの会  
 畑起こし (地域の人 )          クッキング (各学級 )  
 畝づくり、マルチ掛け (１～4 年 )     給食センターで食材として活用  
         水やり (4～6 年 )    寺領っ子発表会で豚汁に使用                              
幼小合同        ☆芋苗植え       ☆芋掘り  
                  お芋コンテスト  
                  焼き芋パーティ         
幼稚園単独              草取り       クッキング  
そ の 他
の 合 同
行事  
運動会の練習（盆踊り、☆全体種目、☆予行）     幼小交流遊び  
    寺領っ子運動会  
     サンライズマラソン   サンライズマラソン   
          カレーパーティ    1，2，5 年生との交流  
          合同給食会      合同給食会      合同給食会  
発表会リハーサル、小学校卒業セレモニー、学年発表への参加  ☆５年生が迎えに来る  
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表 5．  『さつま芋の活動』のねらい 
 
寺領幼稚園：さつま芋の活動のねらい  
『さつま芋の活動』の見通し、子ども達の実際の行動と気持ちの変化、小学校のねらいを受け
て、園児の活動のねらいについて明らかにする。  
   （ 3 歳児）小学生と一緒に活動する。  
   （ 4 歳児）小学生に教えてもらいながら活動する。  
   （ 5 歳児）自分の力で活動しようとする。  
   （共  通）・小学生と一緒に活動することを楽しむ。  
        ・ 自分の気持ちや分からないことを小学生や小学校の先生に伝えようとする。  
・さつま芋の生長を見たり、触ったり、味わったりしながら自然の不思議さや  
おもしろさを感じる。  
 
寺領小学校：食と農 (さつま芋の活動を含む )のねらい  
  ・寺領の豊かな自然を体いっぱいに感じて、ふるさとの良さを再認識する。  
・汗して働くことの大変さや先人の苦労や知恵を知り、望ましい職業観や勤労観を育てる。 
  ・土や作物など、本物に触れることで豊かな感性を育てる。  
  ・自然の恵みやかかわってくださった人への感謝の気持ちをもつ。 
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図 6 大きくなあれ (6 月 ) 図 7 一緒に抜くよ（10 月） 
 
図 8 焼き芋は美味しいね（ 10 月） 
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園児にとって、6 月の芋苗植えは不安や戸惑いがある。しかし、10 月の芋
掘りになるとその不安感がほとんど感じられなくなる。活動ごとに 5 年生が 
幼稚園に迎えに来て一緒に活動に入っていく活動の流れがあることや年間
を通してふれあう機会や合同行事があることで、小学生に対する親しみの気
持ちが高まり園児の不安感が和らいでいく。また、教職員は表 5 のように小
学校の「食と農の活動のねらい」と幼稚園の活動のねらいを理解し、表 6 の
ように子どもたちの活動の様子や変容を捉えている。活動ごとにふりかえり
を行い、今後の活動の方向性を決めることで、子ども達は幼小 9 年間の継続
した活動が充実し、活動を通して成長していることが実感できる。 
 
表 6．芋苗植えと芋掘りでの子ども達の実際の行動と気持ちの変化  
 6 月芋苗植え  10 月芋掘り  
6 年  
 リーダー
として動
こうとす
る  
 
 
 
リーダーの
意識をもっ
て動く  
5 年  
   
 
下 級 生 を
気 に 掛 け
よ う と す
る  
 
 
         
6 年生の姿を
見て、動く  
4 年  
  
   
   
           
下 級 生 の こ
と を 気 に 掛
ける  
3 年  
  
 
 
 
 
       
 
 
 
2 年  
 
 
自 分 の 考
えで、やっ
てみる  
  
 
 
 
自 分 の 考 え
で  
1 年  
 
 
 
 
 
 
 
 
やってみる。 
汚 れ る こ と
も  
気 に せ ず 掘
る  
5 歳児  
 
     
周りの様
子を見て
やってみ
る  
 
 
 
4 歳児  
     
        
 
小 学 生 に
教 え て も
ら い な が
ら や っ て
みる  
 や る 気 が 出
て、夢中で掘
る  
小 学 生 に 手
伝  
3 歳児  
 不 安 や 戸
惑 い が 大
きい。一緒
に や っ て
み よ う と
する  
    っ て も ら い
な が ら 掘 る
こ と を 楽 し
む。  
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３）④特別な配慮を必要する園児への支援 
－(ア)合同職員会、個別相談の開催・・共有 
          －(イ)個別児への協力的援助・・・・共有、継続 
          －(ウ)就学に向けた取り組み・・・・共有、継続 
⑴米国から帰国した幼児(A 児)と保護者のために幼稚園と小学校が連携し
支援した事例（平成 28 年度の支援の概要） 
・A 児は米国の保育園に約 4 年間通園していた。日常的に使用する言語は英語
であった。9月末まで米国で暮らし 11 月から雲南市の祖母宅に在住となる。
11 月 1 日、保護者から入園希望の連絡が入る。兄は小学校へ編入する。11
月 9 日に親子で園訪問、面談後に年中クラスに入園する。「日本語が話せな
い。日本語が分からないから友だちができない」と不安がる。平成 28 年度
の入園以降の経過は表７のとおりである。 
表７．平成 28 年度入園以降の経過                                   
 A 児の姿  園でのかかわり  小学校との連携  
H28 年
度  
11 月  
 
 
 
 
 
 
12 月  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 月～  
 
・英語を話すことはほとんどな
い。園では英語は使ってはいけ
ないと思っている様子がある。 
・兄に出会ったり、迎えに来た母
親や弟を見かけたりすると、と
たんに英語で話し続ける。  
・友達にどうかかわっていいの
か迷ったり、困ったりした様子
がある。  
・外遊びに興味をもち、担任と一
緒にひと時穏やかに遊ぶよう
になる。担任を介して、友達と
関わりが生まれるようになる。 
・会話に英語が出るようになる。 
・ルールやごっこ遊びなどのイ
メージを共有することは難し
いが、友達のしていることに興
味をもち真似るようになる。  
・友達の名前が分かるようにな
り、担任の声かけの方を見るよ
うになる。  
・気に入った日本語の歌を口ず
さむようになる。  
 
・初めて出会う行事（式、もちつ
き、節分など）に対し「意味、
分かんない」「したくない」と、
不安な気持ちを表し、その場に
いられなくなる。  
・友達とのかかわりが増える。  
・担任に甘えたり、欲求を伝えよ
うとしたり、「分かんない」と
繰り返し言うようになる。  
・ゆっくりと短い言葉
（日本語）で話しかけ
る。  
・まずは安心感をもつた
めにも、「英語で話し
ていいよ」と伝える。  
・母に A 児の気持ちを代
弁してもらう。  
・電子辞書を活用する。  
・してほしくないことや
相 手 の 気 持 ち に 立 ち
止 ま っ て ほ し い 時 な
ど、禁止表現での声掛
けは避ける。A 児がモ
デ ル と な る 姿 が イ メ
ージしやすいように、
本 児 の 行 動 を 英 語 で
ほめる。  
・周りの子にとっても英
語 に 触 れ る 機 会 と と
らえ、英語を使ってい
く。（例：OK?、 good 
morning、Let ’s go！
など）  
・A 児の不安な気持ちを
受けとめながら、見通
し や イ メ ー ジ が も て
る よ う に 具 体 的 に す
ることなど、ゆっくり
と話をする。  
・必要に応じて職員間で
連携を取り、A 児にし
っ か り と か か わ る 時
間をもつ。  
・合同職員会で様子
（兄弟、家庭）を知
らせ合う。  
・A 児支援、家庭支援
の内容、アプローチ
の 仕 方 な ど を 確 認
する。  
 
 
・A 児や家族の反応、
次 の ア プ ロ ー チ な
ど、細かく様子を伝
え合い、役割分担を
したり、情報を共有
したりする。  
・担任同士でより具体
的 な 様 子 を 知 ら せ
たり、手立ての仕方
を相談したりし、子
ども理解、保護者理
解に努める。  
寺領幼稚園研究紀要（2018：pp.12）より抜粋 下線は稿者   
10
⑵米国から帰国した幼児(A 児)と保護者のために幼稚園と小学校が連携し
支援した事例（平成 29 年度の支援の概要） 
 ・4 月。母親が仕事に就き祖母の迎えになり、A 児は降園後、祖母と過ごす
ようになる。5 月。祖母宅を出て同じ自治会内に住むようになる。弟が 3 歳
児で入園した。平成 29 年度の経過は表 8 のとおりである。 
表８．平成 29 年度以降の経過  
 A 児の姿  園でのかかわり  小学校との連携等  
H29 年
度  
4 月～  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 月～  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 月  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 月～  
 
 
・園での生活の仕方に慣
れてくる。仲良しの友
達ができてきる。  
・初めての経験や行事が
あると強い不安感を示
す。担任に「何？」「何
で？」「どうするの？」
と続けざまに質問をす
る。  
・弟との会話も英語はほ
とんど出なくなり、日
本語でやり取りするよ
うになる。  
・友達と会話が成立し、や
り取りが続くようにな
る。  
・自分の考えを伝えよう
と、一生懸命話そうと
する。  
・ルールのある遊びの内
容を理解し、友達に伝
えようとする。  
・担任の仲介がなくても
意思疎通ができるよう
になる。  
・長文で自分の考えを話
そうとしたり、感情を
伝えようとしたりする
が、気持ちが言い表せ
ないと黙り込むように
なる。  
 
・日本語指導を嫌がる日
が出てくる。  
・自分の気持ちを指導員
に伝え、話し合うこと
により納得をして、次
の指導日を迎えるよう
になる。  
・ひらがなへの興味が出
る。  
・友達とのつながりを大
事にし、意思疎通がで
きた時の喜び、気持ち
良さに共感する。  
・A 児の疑問に対して一
つずつ丁寧に確認した
り、背中をさすったり
しながら、心が落ち着
けるようにする。  
・家庭訪問時に、就学前に
日本語指導が受けられ
ることを知らせ、利用
するか両親で考えてほ
しいことを伝える。  
 
・絵本の読み聞かせの時
に英語の本を用いて、
本児に英語の発音を教
え て も ら う 機 会 を も
ち、A 児の得意なことと
してみんなに自信をも
って声を出す場を設け
る。  
・就学前の日本語指導に
ついて、両親に説明を
したり、就学に向けて
気持ちを聞いたりする
会をもつ。  
・11 月中旬より週に２、
３回“勉強の時間”とい
う日本語指導日を設け
る。（1 回 30 分程度）  
 
・担任と指導員とで相談
をし、A 児が直接自分の
言葉でしたくないこと
を話させる。保護者に
様子を伝え、対応を協
議する。  
・指導日の回数を減らし、
時間を短くして負担感
・合同職員会で、情報があれ
ば伝え合う。  
・小学校特別支援教育 CN
より、就学前に日本語指
導が受けられる制度があ
るという情報を受ける。
その内容について、詳し
く話を聞く機会をもつ。  
・子ども家庭支援課に問い
合わせ、制度内容の確認
をする。  
 
・入学以降の日本語指導の
必要性について、幼小合
同で会をもつ。  
・国際交流協会の担当者に
来園を求め、直接説明を
受ける。  
・子ども家庭支援課、国際交
流協会担当者に同席を求
め、直接保護者に対し、説
明を行う。  
・日本語指導員により日本
語指導を開始する。  
・子ども家庭支援センター
の担当者が A 児の様子を
見る機会をもつ。  
 
・A 児の様子から、回数やス
ムーズに“勉強の時間”に
気持ちが向くための手立
てを指導員と相談する。  
・日本語指導にかかわる学
校 訪 問 に 園 長 が 同 席 す
る。  
・支援員配置要望に伴う学
校訪問に担任も同席し、A
児の様子を伝える。  
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 ・指導員に親しみの気持
ちを強くもつようにな
り、一緒に勉強をする
こ と を 喜 ぶ よ う に な
る。  
・小学校で勉強すること
を楽しみに思うように
なる。  
を和らげながら、続け
て取り組む。  
・“やってみたい”“伝えた
い ”という 気持 ちを 大
事にし、その思いが実
現するように支える。  
・小学校での生活に期待
感が膨らむような言葉
がけをしていく。  
 
 
⑶Ａ児の小学校入学後の様子 
A 児は小学校へ入学すると、困難なことがあってもその場から逃げ出さず、
担任や友だち等に支援されながら学習に取り組んでいる。ひらがなへの興味が
深まり、読めるようになったことを喜び読書を好むようになる。以前は些細な
ことで涙が出ていたが次第に泣かなくなり、少しずつ言葉で気持ちが話せるよ
うになる。幼稚園の教職員を見かけると、「ぼく、小学校楽しいよ！」「先生、
〇〇ができるようになったよ」と大きな声で知らせてくることから充実した小
学校生活を送っていることが伺える。保護者からも A 児の成長を伝えられ、一
緒に喜んだり、新たな相談にのったりしている。保護者も安心感をもちつつあ
ると感じる。 
⑷考察 
このように、幼稚園と小学校との合同職員会議での綿密な情報共有と教職員
のアプローチ法の研修や相談体制の充実が A 児の安定した小学校生活のスタ
ートにつながった。また、幼稚園では就学に向けて計画的に継続的に取り組み、
特別支援教育コーディネーターから幼稚園へ日本語指導や就学について的確
な情報が伝えられ、幼稚園では迅速な対応を行った。関係機関と連絡を取り合
い、支援体制を整え、日本語指導に入る前に関係機関が集まって保護者に説明
をしたことで保護者から信頼を得ることができた。幼稚園では保護者の気持ち
に寄り添い、保護者の相談を繰り返し受けることで保護者が A 児の状況を理
解した。このように、特別支援教育コーディネーターを核として A 児や保護者
に組織的に関わり、幼稚園から日本語指導を行えたことが小学校へ円滑に移行
することができた要因だと考える。 
また、寺領小学校で行われた行政の日本語指導にかかわる就学指導に幼稚園
も同席し A 児の様子を伝えたことで、小学校入学時に週に 10 時間の指導員と
支援員が配置されることになった。幼稚園での日本語指導員が引き続き小学校
の担当者の一人になる等、継続的な支援が行われ円滑な接続につながった。 
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５．おわりに 
このように、サンライズふるさと学園としての連携をいかした保育のあり方
を鑑みると、隣接する幼稚園、小学校という絶好の立地条件に加え、小規模校
の強みを活かした特色ある取組を通して円滑な接続が行われていることが分
かる。特に、特徴的な保育のあり方は次の 2 点である。 
①就学時の特定の期間だけの幼小連携ではなく、子どもたち一人一人の心身の
発達を見通した 9 年間の幼小全教職員の取組であること。 
②地域の豊かな「ひと・もの・こと（教育資源）」を活かしたカリキュラムマ
ネジメントの成果であると捉えることができること。 
また、本実践から以下のような幼稚園と小学校の接続のあり方の要点を指摘
することができる。 
・幼小合同の会議を開催し、教職員が子どもの発達や学び、及び生活の連続性
を理解するとともに幼稚園の保育計画や小学校の教科等のカリキュラムの
内容や単元配列を検討する必要がある。 
・幼小共通の遊び場を設定する等、環境整備をしたり、幼稚園の保育計画を小
学校へ伝えたりすることで遊びを通して無理なく小学校低学年の教科等へ
移行できるようにする必要がある。 
・幼稚園と小学校の交流活動では、教職員がそれぞれのねらいや経験させたい
内容を理解し合い、子どもの思いや願いを大切にしながら園児や児童に意図
的に関わっていくことが必要である。 
・特別な配慮を必要とする園児については、幼小の管理職が協働しそれぞれが
リーダーシップをとり、特別支援コーディネーター等を核にしながら専門機
関や保護者と連携、協力する等、地域のネットワークづくりが必要である。 
・小学校へ入学する園児の保護者にはアンケート調査や個別相談で小学校生
活への願いや不安を聞き取り、入学する小学校での授業参観や教師との個別
相談の機会等を幼小が連携して積極的に設定することが必要である。 
  
一方、幼稚園教育要領では、小学校教育との円滑な接続を図るために「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」を活用する方法もある（汐見・無藤，2018）
としている。寺領幼稚園では、本稿で報告したサンライズふるさと学園の取組
を踏まえ「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を幼小の教職員が共有し幼
小連携の取組のなかに位置付けることが課題としてあろう。また、それが園児
一人一人を多様に捉える保育者の資質向上につながる視点だと考える。 
そして、寺領幼稚園の保育のあり方が県内の保育所（園）・幼稚園・認定こ
ども園はもとより全国の幼児教育施設の喫緊の課題である小学校教育との「接
続」においてモデルとなる事例として周知されることも今後の課題であろう。 
13
【謝辞】 
本稿をまとめるにあたり、雲南市教育委員会、雲南市子ども政策局、寺領小
学校の小田川校長先生をはじめとする寺領小学校と寺領幼稚園の教職員、園
児・児童、保護者の皆様には全面的にご理解、ご協力いただきました。また、
特別支援の事例につきましては当該保護者に研究の趣旨をご理解いただき、掲
載に際してご快諾いただきました。ここに記して厚くお礼申し上げます。 
 
【引用・参考文献】 
・汐見稔幸・無藤隆：「〈平成 30 年度施行〉保育所保育指針 幼稚園教育要領 
幼保連携型認定こども園教育・保育要領 解説とポイント」．ミネルヴァ書
房.2018 
・無藤隆：「幼児期のおわりまでに育ってほしい 10 の姿」．東洋館出版社.2018 
・内閣府・文部科学省・厚生労働省：「平成 29 年度告示 幼稚園教育要領 保
育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領」原本.チャイルド
本社.2017 
・酒井朗・横井紘子：「保幼小連携の原理と実践:移行期の子どもへの支援」．
ミネルヴァ書房.2011 
・横井紘子：「幼小連携における『接続期』の創造と展開」．お茶の水女子大学
子ども発達教育研究センター紀要 4．45-52.2007 
・国立教育政策研究所：「幼小接続期の育ち・学びと幼児教育の質に関する研
究」＜報告書＞.ブルーホップ.2017 
・国立教育政策研究所：「幼小接続期の育ち・学びと幼児教育の質に関する研
究」＜報告書＞第 2 章幼小接続期のカリキュラム.第 2 節高知市における保
幼小連携.「人をつなぐ・組織をつなぐ・教育をつなぐ」.ブルーホップ. 62-
65.2017 
・雲南市立寺領小学校：学校要覧.2018 
・雲南市立寺領幼稚園：研究紀要「たくましい心と身体をもった寺領っ子の育
成～サンライズふるさと学園としての連携をいかした保育のあり方を探る
～」．2018 
・サンライズふるさと学園  雲南市立寺領小学校・幼稚園：ホームページ
http://shimane-school.net/unnan/jiryou-sho/（令和 2 年 3 月 6 日閲覧）． 
 
 
 
 
14
